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（翻訳）ヨーロッパの児童文学 
読者と児童文学の過去、現在、未来に関する序説 

佐藤 美智代（中央大学人文研究所客員研究員）

  

皆さん、こんにちは、私の名前は、Joan Portell Rifa で、言語学と文学を研究しています。
ご清聴ありがとうございます。親愛なる会場の皆さん。初めに、中村先生の御助力による二
年前の研究発表以来、再び発表の場を頂けたことをお礼申しあげます。 
ここにおられる皆さんにも同じく感謝の気もちと、本日のテーマが皆さんの期待に沿うも
のであることを願っています。後ほどどんな質問や疑問にもお答えいたします。 
引き続きお話する内容は、四つに分かれています。一つ目は、神話と伝説の由来から今日
の作品までざっと簡単に児童文学史の紹介をします。二つ目に、新たな読み手の登場につい
て、つまりそれぞれの問題を抱えた読者（社会の中で）が児童文学からどんな力を借りるべ
きかについて述べます。三つ目は、世界的な選書基準から個人蔵書の「収集のデザインとチ
ョイス」に関して守るべきことを二つ紹介します。 
最後に、日本、フランス、スペイン、カタルーニャの読書地図と比較データをお見せしま
しょう。今から始まる話の最終ゴール―「読者と児童文学の未来像」―を描くのに役立つデ
ータです。用意はよろしいですか？ 
 
由来。始まりは、カオス（混沌）でした。
人類は小さな群れに分かれて生き延びるた
めに戦い、知識の伝達という形で、徐々に文
化が根を張っていきます。 
ユッタ・バウアーによる小さな「色の女王」
という本です。このすばらしい絵本は、挿絵
を通して私たちの世界にあふれる無秩序を
描きだしています。 
しかし、焚火のまわりでのお話は、人類が
言葉を用いて、混沌を支配し秩序立てていく
ことを物語っています。言葉は、棍棒や斧よりもずっと役に立ち、我々が住んでいた世界を
理解するのに必要な道具となっています。 
文化あるいは、一連のシンボルや価値、伝承や世襲財産や個々の社会の暮らしを形成して
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いた規範といったもの、すべては言葉によって創られました。欧州では、古代ギリシャ思想
を規範づけたのが言葉であり、日本では千年以上の神道の文化伝承でも同様でした。 
 

  

 
この文化は、主に昔話、神話、伝説を通し
て伝えられました。昔話は短い語りで、散文
調、虚構またはリアルな特徴を持っています。 
神話は、摩訶不思議なできごとを神様、怪物、
超人間的な英雄などありえない主人公を用い
て説明しています。 
伝説とは、カタルーニャのサン・ジョルデ
ィのように、リアルな要素や架空の要素を加
工して、或る民族や共同体に象徴的なものを
称賛する物語です。 
この伝説は、その昔ある国に獰猛な龍がい
て、住民たちは恐れおののいていたことを説
明しています。王様は、毎日一人ずつ、龍の
飢えを満たす生贄として住民を捧げることを
決めました。くじで生贄を決めるのですが、
或る日運の悪いことに、お姫様があたりまし
た。どうすることもできず、龍に食べられる
その瞬間、サン・ジョルディという勇敢な騎
士が現れて龍を殺してお姫様を救ったのです。
龍が流した血から赤いバラの花の木が誕生し
たので、毎年 4月 23 日にはサン・ジョルディのお祭りの日を今でも変わらず祝います。恋
人たちは愛の証しの赤いバラをパートナーに贈ります。 
昔話が文化を形成するメンバーの一人一人を集めてひとまとめにする様に、また神話がお
のおのの祭りの儀式を描き出しては或る一つの括りに統合するように、この伝説もまた我々
の文化の価値を伝えています。 



講演会記録 

- 73 - 

  
神話と伝説の境界線は、常にはっきりしていません。なぜでしょうか？桃太郎の物語は神
話、或いは伝説でしょうか？確実なのは、紙芝居のおかげで日本の文化は、ユニークで独特
な口述伝承を誇っているということです。 
昔話の中でも、寓話は明らかに説教臭いのが特徴です。こういうお話は、ほとんどの登場
人物が動物です。その獣に代弁された登場人物や行為のおかげで、どの民族にも拡大解釈で
きる「或る種の価値基準」が浮き彫りにされます。我々の文化の代表的作者の一人が、イソ
ップです。2700 年前古代ギリシャに生まれた、彼の寓話の内で最も有名なのがウサギと亀
の話です。競争したらどちらが勝つか賭けました。忍耐とたゆまぬ努力、二つの美徳のたと
え話です。 
昔話、神話、伝説はその初期からヨーロッ
パ文化を豊かにしてきました。ゼウスのよう
な神々と共にギリシャラテン神話といった多
彩な刺激を受けてきた文化。ユダヤ伝説の聖
書物語、の中のモーゼの歴史物語。たとえば
彼と民のエジプトからの逃避行。イスラムの
スーフィー教のお話、主にナスレッディンと
いわれる登場人物。 
ここで寄り道として、物知りで風変わりな
「ナスレッディン・ホジャ」老人の短いお話
を紹介しましょう。ある日ナスレッディンが、村の広場の真ん中で何かを探していました。
通りかかった隣人が彼に「何を探してるんですか？」と尋ねると「わしの指輪をなくしたん
じゃ」と答えたので隣人は、「探すのを手伝いましょう」、そういうと、しゃがんで指輪を探
しはじめました。かなり探しても指輪は見つかりませんでした。「どこでなくしたんですか」
と尋ねると、「わしの家でなくしたんじゃ」と老人が答えました。「なぜここで探してたんで
すか？」すると「わしの家は真っ暗だが、ここは明るい」。 
我々の伝承は、イエスの福音書からも影響を受け、少し最近では北欧やスラブの伝承から
も影響を受けています。どんな？ なぜ？ どこに違いがあるのでしょうか。架空の人物と古
代ギリシャの筋骨たくましいヘラクレスとの間に差は？ 12の困難な試練を乗り越えた英雄
とスーパーマンとの違いはどこでしょうか？  
これらの口から耳へと伝えられた物語は、風が運んで終わり。読める人がいないからでし
た。カトリック教会は、信者が「神のみことば」を目で追えるよう、教会の壁に聖書の物語
を描きました。修道院の柱廊に動物や人物を彫ったり、自然界のツタや葉を美しい色と線と
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で写本の装飾に使いました。あるいは細密画によって聖櫃を飾ります。 

  
最も若い読み手にふさわしくテクストを入念に仕上げる必要性を考えた最初の作家は、カ
タルーニャ人のラモン・リュイでした。「子どものための教義」と「獣の本」の二冊は、西
洋史における最初の児童向けの本とみなされています。よきキリスト教徒を教育するのがね
らいで、ラモン・リュイはその息子のために書きました。 
15世紀中頃にヨハネス・グーテンベルグが発明した人類史で最も重要な道具の一つ、印刷
機。これによって出版文化は安定し、普及し広がっていけたのです。 
やがて 1498 年には、バルセロナに近いモンセラット修道院に出版部門が誕生しました。
当時では世界最初の出版所であり、なおかつ現在も出版を続けています。その主な働きは、
グーテンベルグの印刷機と同じく聖書のことばの普及でした。 

  
ある種の作家は、本の持つ教育的な力を見
抜きました。1650 年、コメニウスは、ラテ
ン語学習用の美しいマニュアルを丁寧に造り、
ドイツ語やラテン語の言葉がイラストに助け
られ、世界で初めての文章とイラストが結合
した子ども向けの本になりました。  
18世紀の英国産業革命と同時に、また英国
以外のヨーロッパの国々では 19 世紀にかけ
て新たな時代が出現します。それは、子ども
時代です。最も柔らかな子ども時代から「子
どもの教育」を始める必要を感じたのはブルジョワでした。彼らは、子ども時代から成人し
てもビジネスを続けられる後継ぎの育成を望んでいました。要するに、中世の徒弟制からタ
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ーゲットを「子ども（低年齢の生徒）」に置き
換えた教育と、それに資する教材を必要とし
ていました。しかし、この需要は少数派に限
られており、これらの幼い生徒の数は、人口
の一握りほどでした。労働者の子どもの大半
は、毎日工場で働いていましたし、10～12
歳になった子どもたちは、一日 16 時間労働
をしていたのです。 
当時、民間伝承の収集が始まると、どの国
も重要な文化や口承文芸を保護しようとしま
した。それは産業革命と連動する文化の革命
を目の前にしていたからです。フランスでは、
シャルル・ペローが最も有名で、1628 年パ
リに生まれて、1703 年に死亡しました。傑
出していた作品は「鏡」です。ここにいるど
なたか、「鏡」を読まれましたか？赤ずきん、
ロシアのような文化にも見当たる昔話、グリ
ム兄弟により、ドイツ文化の中から生まれた
昔話にも見当たるもの。 
ドイツでは、グリム兄弟が断然有名です。
ヤコプとヴィルヘルムの二人です。その作品は、今や全世界的であり 19 世紀にかけて広ま
りました。どれか作品をご存知ですか？ヘンゼルとグレーテルは、森の中に捨てられた二人
の姉弟のお話で、悪い魔女に出会って、その小さなチョコレートの家に住むことになったの
でした。グリム兄弟は、民間伝承のゲルマン風の話を、ドイツの少年少女にとって読みやす
い語彙とストーリーのお話に書き換えてくれたのです。 
スペインでは、Samaniegoの教訓的寓話か、Saturnino Calleja 社から出版された異なる
版の昔話が有名です。 

  
ついにカタルーニャ特有の言語で書かれたテクストが出版されます。19世紀末から20世
紀の初めにかけて異なる作者が昔話の収集を手がけ、子どもの読み物にふさわしくしたので
す。マジョルカ島の Jordí des Racó、カタルーニャの Jacint Verdaguer と Joan Amades
が有名です。 
ところが、子どもは、本当に子ども向けに書かれたテクストを要求してきます。それで、
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その要望に応える本が出現し始めます。大抵、教育か教訓的な目的がねらいで書かれていま
す。代表的な作品は、ハインリッヒ・ホフマン作「もじゃもじゃペーター」。 

  
徐々に作家が増えていきます。世界の文学
に最も影響を与えたハンス・クリスチャン・
アンデルセン。このデンマーク人作家は、人
物像やストーリー構築にたけていて難しいテ
ーマにも挑戦しました。報われない愛の「人
魚姫」。仲間はずれを描く物語を書きました。
何か彼の作品をご存知ですか？例えば、「醜い
アヒルの子」ですが、スペインの白黒テレビ
番組「水滸伝」の冒頭、中国の諺が出てきま
す。“蛇に角がないからと見下してはならない。
やがて龍に変わるかもしれない”。との格言は、当時の私に「醜いアヒルの子」を連想させま
した。 
子ども時代は、つかのまの読み物もほしがります。カタルーニャ語の Patufet。カスティ
ーリャ語のTBOという雑誌を見ればわかるでしょう。 
似たことが、雑誌「赤い鳥」鈴木三重吉作を見るとわかります。子ども向け文学の作家に
よる、この分野では初めての子ども向け雑誌でした。 

  
雑誌発刊と同時に、本当の国民的児童文学あるいは世界的児童文学というものが現れます。
まずフランスの、ジャン・ド・ブリュノフ作・絵、1931年発行「象のババール」。 
20世紀後半、児童文学もすでに成熟してきます。さらに大きな飛躍をとげて、イラスト・
アルバムという形式の絵本が登場します。この文学ジャンルは、文字とイラストとが互いに
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盛り立てる関係によって成熟し、絵本そのものがアルバムという堅固な支えを獲得しました。
児童文学史上、画期的なのはモーリス・センダック作・絵「かいじゅうたちのいるところ」
です。 
日本の絵本です。 
現在多くの本が、世界中の子どもの手にとられ、読まれた結果、「ユニヴァーサルな指標」
として次の本が存在します。この二冊は、ご存知ですか？ディック・ブルーナ作「ミッフィ
ー」とレイモンド・ブリッグズ作「スノーマン」。 

  

  
さて、この二冊はいかがでしょうか。トミー・ウンゲラー作「すてきなさんにんぐみ」、
レオ・レオ―ニ作「スイミー」。 
そしてトーベ・ヤンソン作「ムーミン」です。これらの人物は、本当に世界のどこでも通
用する児童文学の「指標」になっています。ある意味では、世界のあらゆる学校や図書館の
「読書の素材」とすべき作品で、児童文学の普遍的な指標とみなされてもよいのではないで
しょうか。 
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21 世紀から、新たな読者が誕生しています。20世紀じゅう、行われていた「読者の最も
身近な家族や社会が提供してくれる読書」より、はるか向こうまで行けるし、読者固有の「本
のカタログ」を創る道具を持っています。読者が受ける影響は、多大かつ多様です。 
ソーシャル・リーダー（社会の中の読者）は、三つの役割を持つサブシステムから成る「教
育システム」の中心に存在しています。一つ目が家族サブシステム。二つ目が社会文化サブ
システムで、三つ目が、学校サブシステムです。これら三つのサブシステムは、おのおの「読
者の育成」をするうえで違った機能を果たしています。 
家族サブシステムは、主に「読む喜び」を
育てる宿命を持ち、研究でわかったのは、「読
者の育成」（ゼロ歳から前思春期まで）に最
大の影響力を持つということです。即ち、耳
から入る言葉が、この時期に不可欠であると
いうことなのです。子どもと両親との情緒的
な繋がりが、「本と読者の関係」の基になり
ます。ことに個人的蔵書を促すことと、あら
ゆる本が家庭で読むことのできる家族の育
成です。 
最新の研究によると、家族は最良のかつ最もパワフルな読書推進に影響を及ぼす環境です。
皆さんが子ども向けの本を選ぶとき、この要素は大事です。しかも、今日お集まりの皆さん
は正しい選択のためにきちんと養成されている人たちです。 
思春期では、一つ目の家族サブシステムが二つ目の社会文化サブシステムの友人関係で置
換されます。この時期に読書を促す最善策は、口から耳への情報を使うこと。つまりクチコ
ミです。家族のサブシステム、学校サブシス
テムからも離脱した本があります。最も有名
な魔法使いの家族であるハリー・ポッターを
あげることができます。つまりハリー・ポッ
ターがスペインで読まれた理由、買われた理
由は、社会文化の役割をクチコミという形式
で少年少女たちが果たしていったからです。 
教育サブシステムのねらいは、「書かれた
文章の判読」です。明白な教育目的で行う「読
みながら学ばせる」のと同じく重要です。さ
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らに文学の読み手も育てる必要があるので、
余りにも多く「読む楽しさ」を犠牲にした読
書に走りがちです。家族サブシステムが、そ
の読者の育成機能を果たせないとき、少年少
女の一人たりとも「読む喜び」を放棄しない
ためには、学校サブシステムが家族機能を代
用するべきなのです。 
皆さんの中でどれくらいの人が、幼児期か
ら母親か父親に、あるいは祖父母にお話を読
み聞かされたりしたことがあるでしょうか。
そうしてもらったことのある人は、手をあげていただけますか？日本には、家族の口伝えに
よるお話の伝統がまだ生きているようです。スペインやカタルーニャでは、こうした体験は
教育側に委ねられつつあります。 
二番目の社会文化サブシステムは、読み手の生涯にわたる読書推進を目標にするべきです。
つまり環境や文化に囲まれた個々人の暮らし
の一要素として「読書」をとらえていくので
す。このサブシステムの中に、最近ではソー
シャルネットが現れてきました。しかし、と
りわけ思春期の読書では、読み手をいざなう
現実的なちからは、友人関係において発揮さ
れています。この読書推進は、最も身近なと
ころから世界レベルまで広げるべきなのです。
その結果、Canon（規範）を選ぶにあたって
は、寓話から、ウォルトディズニーのお話の
領域まで視野に入れておくべきです。 
 

収集、あるいは、いかに読書の規範を構想
するべきかについて 
選択の基準は次のようになります。 
・文学的質の高さ 
・個々の本の教育的な価値 
・個々の子どもの読者嗜好 
・自分のレベルが、文学を学ぶ里程のどの
辺にあるのか 
・ローカルな規範と普遍的規範に照らす 
 

読み手には、価値・文化・伝統・個々の環境に合った規範を浮き彫りにします。ゴールは、
自分で価値判断できる読者の育成。「読書」=個人的選択です。 
規範を選ぶにあたり頭に描くべき「新たな読者」像とは、次のようになります。 
・新たなテーマを持つ読者 
・文字テクストに限定されない新たな形式 
・本という「もの」に頼らない。 
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・読者自身の批判基準で選書できるよう。 

  

  

  
新たなテーマとは次のようなものです。 
・憎悪、独裁、難民受け入れ、専制主義、
孤独、自殺。 
イラスト・アルバム（絵本）形式だと、現
代的テーマを扱う限界がありません。新たな
読者に新たなテーマを勇敢に提案します。そ
こで私たちは次のようにして新たな読者にア
プローチします。 
・目標を変えるべきである。 
・読み手の好みによって選ぶべき。 
・グループでの作業を用いて「読む」ことを励ます。 
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・文化的アイデンティティーの発露たる読
書を視野にいれる。 
・私も君のようになりたい。私は君たちの
仲間になりたい。だから読むのだ。 
どうやって実現させるか？「図書館」の例
を挙げてみます。もはや単なる本のシェルタ
ーだけではありません。人間の根を張るべき
方向を確信できる図書館。 
社会化できる場所。読めて、相談できて、
創造できる場所。 
空間デザインを「その時かぎりの読者」とでも分かち合えるように。例としてプールサイ
ド図書館（移動可能図書館）。 

  
ボーナス・トラックとして総合データを付け加えます。日本、フランスの読書習慣、スペ
イン・カタルーニャのデータ です。 
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